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はじめに




Kindle誕生秘話: 読書三昧へのプロローグにようこそ！




本書は電子書籍で読書を満喫する連載である「読書三昧シリーズ」のプロローグ（序章）として位置づけられる短篇です。







巨大企業Amazonが遭遇した危機的状況とは？




今や巨大企業であるAmazonですが、その盤石とも思えるビジネスモデルは何度も危機的状況と遭遇してきたことをご存知ですか？







世界の通販最大手にまでに成長したAmazon。そのオンライン電子書籍書店のkindleストアも世界中の出版業界を席巻しそうな勢いです。




しかしこの事業の誕生も、実はAmazonの存続自体が問われるリスクから必然的に生まれたものでした。そしてそこには、ある有名日本企業の存在が大きく関わっていました。




もちろん、その後Amazonは大きく成長を遂げ現在の姿へとなっていくわけですが、そこには普段知ることはないストーリーが隠されています。




Kindleストアはなぜ生まれ、なぜ愛され、そしてなぜ憎まれるのか？




この後、その全貌が明かされます。







※次へ進む前に大切なお知らせ

本書をダウンロードしてお読みいただいたお礼として、これに続くストーリーの世界をさらに展開する無料【お試し蔵書セット】のプレゼントをご用意しました。本書の最後でご案内します。そちらもお楽しみに。


Kindle誕生秘話の裏側: なぜKindleストアは生まれたのか？
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今や世界最大となったAmazonのkindleストアですが、その誕生までにはさまざまな秘話が隠されています。




そこには、ある有名な日本企業の製品が影響していました。また、同じ時期にAmazonの大きな変化がありました。その意外なサイド・ストーリーのお話です。




なぜ、Kindleストアは誕生したのか？




世界最大の電子書籍のオンラインストアのKindleストアは、2007年にアメリカで始まりました。




2012年には日本、イギリス、ドイツでも始まり、現在では世界14カ国でKindleストアが運営されています。インターネットに繋がっていれば、原則、世界中どこからでも電子書籍を購入できます。
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このKindleストアの誕生までには、Amazonの裏側でいくつもストーリーが展開していました。




2004年のある日、Amazon CEOのジェフ・ベゾスはアメリカ最大の書店の祭典であるブックフェアを訪れていました。それまでには世界最大の「書店」としての確固たる地位を確立していました。




しかしそこには、彼を驚愕させる「あるもの」が展示されていました。それはある有名日本企業の製品で、Amazonの書店としての存在を根本から揺るがすリスクを秘めていたのです。




そしてこれは、その後のAmazonに非常に大きな影響を及ぼすことになります。




ベゾスは直ぐに行動を起こしました。ほとんどの日本人が知らないKindleストアの誕生秘話です。




しかしこれと時を同じくして、Amazonの内部ではその後のAmazonだけではなく、世界中のビジネスを大きく変貌させることになる事業の準備が進められていました。




まずはそちらから見ていきましょう。


Kindle誕生秘話の裏側: もう一つのAmazonの新サービス誕生秘話




今でも多くの消費者はAmazonをネット書店やオンラインストアだと思っています。




しかし、このインターネットの登場当時にオンライン書店として始まったベンチャー企業は、2000年のネットバブル以降にITサービス企業へと大きく変貌していきます。




この頃には、成功したeコマースのIT企業として米国ターゲットという大手の小売事業者などからもシステム開発の共同事業の依頼を受けるようになっていました。




しかし、それまで自社用に開発したインフラシステムでは外部からの要請に全く迅速な対応ができませんでした。




そこで2003年の夏、シアトルのジェフ・ベゾスの家でAmazon創業初期から補佐役であったアンディ・ジェシーは秘密の会議を持ちます。当初の30分の予定を大幅に延長して議論が行われました。




この場で結論は出ませんでしたが。しかしはっきりしたのは、それまで自社用に開発したインフラシステムでは全く役に立たないということです。




自社の将来の成長を支え、そして外部からの要請に応えるには全く新しいインフラシステムが必要でした。




当時のネット事業には膨大なコストが必要なサーバー群やデータセンターを開発する必要がありました。そのコストも時間も膨大です。どの連携企業もAmazonにその解決策を期待していました。




ジェフとアンディはその後も引き続き議論を重ね、その年の秋には膨大な市場があるのではないかという結論に達します。Amazonの社内ベンチャーとして正式に事業が始まります。




そしてその3年後の2006年8月からAWS (Amazon Web Services)が静かに始まります。最初はデータ保存やデータベース機能など、幾つかのシンプルな機能で始まりました。
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なんのリリース発表もなく始まったのですが、すぐに小規模なベンチャーや開発者が大挙して押し寄せました。




そして顧客から多種多様な要望が数多く寄せられ、それに応えて次々と機能を追加し、今では200以上の機能を持つまでになりました。




このサービスは、その後、今では必要不可欠となったインターネット上のビジネスやショッピングに非常に大きなインパクトを与えることになります。




ほとんどの人が知らないAmazonの正体




AWS (Amazon Web Service)は、現在では世界最大のクラウドのインフラシステムとなりました。




その次に並ぶIBM、Microsoft、Goolge3社のクラウドサービスを合計しても足りないほどの規模のクラウド上のインターネットインフラを世界中で提供しています。
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一体これはどんなサービスというのでしょう？




それは「インターネットのOSのようなもの」だと言われます。これまはWindows、Mac、LinuxなどがコンピューターのOSでした。




ネット上で新規事業を立ち上げるには、膨大なコストや時間を費やしてサーバー群やデータセンターを構築することが必要でした。




しかし、AmazonのAWSがあれば、ほんのわずかなコストで誰でもが大企業と同じインフラを使うことができます。失敗しても損失は気にしなくても良い程度です。




その顧客のほとんどは個人の開発者や中小企業で、ITベンチャーのクラウドサービスが非常に多くここから立ち上がっています。動画配信サービスのNetflix、Uber、Airbnbなどといったベンチャー企業が事業インフラをこのシステムで創業し大成功しています。




現在の顧客にはアメリカ国防総省、CIAといった政府機関を始め、株式取引所のNASDAQ、そしてあのAppleのiCloud、iTunes、Apple Storeやジェネラル・エレクトリックといった大企業が名を連ねています。




特に面白いのは、2015年にCIAのシステム開発案件ではAmazonとIBMが競い、結局Amazonが勝ったのですが、CIAは2つの提案書の評価ではっきりとIBMをしのぐ性能であると断言しています。




このクラウドの流れは、それまでの30年間のIBM、Microsoft、Oracle、HPといった大企業を中心にしたIT市場を根本から覆す破壊的革命（disruptive innovation）と言われています。




しかしこのサービスが開始した2006年当初、ウォール街の投資家たちは、利益がないまま先行投資ばかりしているジェフ・ベゾスの大ぼら吹きだといって批判的な目で見ていました。IBMやMicrosoftのトップ経営陣の見立ても同じでした。




その10年後、売上はAmazon全体の7%、営業利益の貢献率は68%（2015年）とまでなりました。まさに、Amazonの現在の原動力となっています。




つまり、私たちがオンライン書店やオンラインショッピングのストアとして使っているAmazonは、実は、クラウドサービスを可能にする巨大なインターネットインフラ企業だったのです。




KindleストアはAmazonが提供するクラウドサービス




さて、お話をもとに戻しましょう。




Amazonはオンライン書店として約20年前に始まりました。そしてeコマースのショッピングストアでも成功し、その後、巨大ネットインフラ企業にまでなりました。




ここでサイド・ストーリーとして登場したAWSですが、この全く同じ時期にKindleストアが誕生しました。この巨大なクラウド・インフラ上で提供されるサービスです。




実は、AWSとkindleストアには意外な共通点があります。面白い逸話がありますのでご紹介します。




1997年のことです。バーンズ・アンド・ノーブルというアメリカ最大の書店チェーンがオンライン書店を開始すると発表しました。創業当初のAmazonには驚きのニースでした。




このとき、ジェフ・ベゾスは全社ミーティングを開いて、当時まだ200名しかいなかった社員全員の前で次のように言い放ったのです。




「競合に恐れることはない。夜も眠れないほど恐れるべきは、自分の適切な顧客体験を提供できないことだ。」




つまり、どちらも顧客の要望やユーザビリティを最優先にして提供され、究極の顧客満足を提供していくことです。




その事件から10年後の2007年11月19日(月)午前9時、ジェフ・ベゾスはニューヨークのホテルで50人の報道陣の前にしてKindleのメディアリリースの壇上にいました。




それは、顧客の読書体験を全く変えてしまうほどの可能性を秘めていたのです。
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そしてそこには、ある有名日本企業の存在があります。しかし、Amazonの前に敗北を期してしまうのですが、そこにはここに登場したサイド・ストーリーが少なからず影響しています。


Amazonのオンライン書店ビジネスに訪れた危機





[image: ]






Amazonは誰もが知る世界最大のオンラインストアです。今では何でもそろうというのがこの米国ワシントン州シアトルで1994年にインターネットの登場とともに始まったベンチャー企業のモットーですが、当初はオンライン書店として始まりました。




ネットバブルの最中にネット書店として成功したAmazonは、2000年には現在の新しいAmazonロゴに変更して、あらゆる商品を扱うために流通インフラまで投資広げていく積極経営へと突き進んでいきます。




しかしその直後、創業から10年後の2004年には大きな転換点が訪れます。




というのも、とあるコンファレンス出席していたAmazonのCEOであるジェフ・ベゾスが、衝撃的な日本製品を手にしたからです。それは、ソニーのLibrieと呼ばれる電子書籍リーダーでした。
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Sony Librie, Mobile Read






E-ink（電子ペーパー）技術で紙のように読みやすい画面に本のページが表示された端末を手にしたとき、ベゾスは「これは私のビジネスを破壊するかもしれない機械だ！」と感じたといいます。すぐに、30台ものLibireを購入して直属の部下に徹底的に体験させました。




そして、その直後からこの技術を独占しているE-ink社とアマゾン独自の電子書籍リーダーを開発するために交渉を始めました。これは、出版業界に関係する企業としては異例のことです。




電子書籍のプロジェクトチーム結成！




ジェフ・ベゾスは、彼の右腕でコンテンツビジネスのトップであるスティーブ・ケッセルに開発を命じました。




その時、出版業界にとっては「あまりにも衝撃的な目標」を掲げ、絶対に達成するよう何度も念を押したのです。これはあとあと大きな波紋を呼ぶことになるのですが、このとき誰も知る由もありませんでした。




そして「AppleやGoogleには絶対に負けるな」とも。この時に、この3社の競争はすでに始まっていたのです。（その8年後に日本に登場するとき、この3社を指して「黒船襲来」と恐れられたのもうなずけます。）




ケッセルは、その直後に、PDAのベンチャー企業のPalmOneのエンジニアであったグレッグ・ゼーアを引きぬきます。そして、「簡単に使えてアマゾンのサービスに高度に統合化されたアマゾンユーザのためのデバイス」の開発が始まったのです。この最初のデバイスが電子書籍リーダーでした。




この数人で始まったプロジェクトチームは、シアトルからはるかに離れたカリフォルニーのシリコンバレーの法律事務所の図書室で始まりました。その名は「Lab126」。




Labとは研究室や開発室のことです。126は、アマゾンのロゴの下の部分にある矢の印（スマイルの口の部分でもあるようです・・・）がAmazonのAからZを指していることから由来しています。




どういう事かというと、英語の表現で「A to Z」は「何なら何まで全て」という意味があります。Amazonはこれを新しいロゴに組み込んでいたのです。（amazon下には、黄色の矢がaからzを繋いでいます。なんと、スマイルの口元ではなかったのですね！）
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Amazon






そしてLab126は、Aはアルファベットの1番目、そしてZはアルファベットの26番目であることから、これを繋いでLab126にしたのです。




この命名のアイデアを聞いたジェフ・ベゾスは、声たかだかに大笑いしたということです。


Amazonの電子書籍ビジネスはどのように立ち上がり、ソニーはどのように敗れたか




その後3年間、チームは昼夜を問わず全く新しいAmazonにしかできないデバイスを目指して開発に没頭しました。これに平行してシアトルでは、ジェフ・ベゾス直下で電子書籍ビジネスの立ち上げチームがフル回転します。




彼らは、ソニーの電子書籍ビジネスとデバイスを分析しました。そしてそこには、少なからずの弱点を発見したのです。ソニーがデバイス中心のビジネスモデルであったのに対して、ベゾスは紙の本の読書を遥かに上回る読書体験を目指し、細部に徹底的にこだわったのです。




このころのソニーの電子書籍リーダーは、パソコンにインストールしたアプリから電子書籍を購入して、USB経由でデバイスにファイルを転送する必要がありました。技術的に途上のアプリのため、一般のITの素人には扱いづらく購入や転送に失敗することも多かったようです。




これに対して、ジェフ・ベゾスはワンクリックで書籍を購入でき、すぐにダウンロードして読み始めることにこだわりました。このため、携帯電話向けの3G回線を、なんと無料で使えるように標準装備することまでしました。




もちろん、それまでには世界最大となっていたオンライン書店です。ジェフ・ベゾス自らが先頭に立って投入する資金力、圧倒的な蔵書数、大手出版社をはじめとする出版業界との強力な関係が既にあります。




これに加えて、紙の本よりも安く設定した価格体系、徹底的に分析された紙の本や顧客の購買行動のデータベース、顧客の購買行動を誘導する高度なレコメンド機能などが加わります。何よりも、そこには当時すでに6,500万人の顧客がいました。




これらは、どれも家電メーカーであるソニーには太刀打ち出来ないものでした。そして、2014年にソニーは電子書籍事業から撤退することになります。電子書籍の顧客は楽天Koboへ引き継がれました。




企業トップのジェフ・ベゾスの強烈な闘争心やプロジェクト・チームの日夜の努力は必然的な成功へと結びついていきます。しかし、ビジネスのリリースに向けて、全く新しい電子書籍の蔵書を揃えるのはさすがに大変だったようです。




印刷された紙の本には既にデジタル技術での印刷が普及していましたので、多くはPDFのファイルフォーマットがありました。しかし、これは電子書籍のフォーマットとは互換性がありません。




PDFからフォーマットを変換するのですが、表示が崩れることが多く、これを手作業で修正しなければなりませんでした。また、デジタルファイルが無いものも多く、その場合には、背表紙を裁断して一枚ずつスキャナーでスキャンしてテキストに変換します。




日本では、これとおなじ作業を「自炊」と読んでいます。専用スキャナーを購入して自分の蔵書や文書をデジタル化するのですが、既にAmazonはこれをやっていたことになります。




これは、インドやフィリピンの安い労働力を大量に投入して、まるで工場のような密集した作業場で、大勢の労働者が全て手作業ですすめたようです。




この間、Amazonの本社ではプロジェクトチームとの間の架け橋となったのがジェイソン・マコウスキーです。このあたりの事情は、彼の著書「本は死なない　Ａｍａｚｏｎキンドル開発者が語る「読書の未来」」に詳しいので、一度お読みすることをおすすめします。




Kindle誕生秘話: その名前の由来とは？




ITの開発によくあるように、Amazonの電子書籍リーダーの開発プロジェクトにもコードネームが付けられました。ジェフ・ベゾスは幼少の頃からSFテレビ番組のスタートレックの大ファンでした。最近のAmazonのデバイスのネーミングは、かなりこの辺にこだわっているようです。




例えば、Amazon EchoのEchoとAlexaはスタートレックに登場したコンピューターやキャラクターです。私は幼少のころにスタートレックのオリジナル版の一場面から、スポック博士がコンピューターに話しかける場面を覚えています。




その時は旧式のコンピューターでしたのでスポック博士の声には反応しませんでした。しかし、その直後にはキーボードをものすごい速さで叩き始め、椅子から転げ落ちるほど驚いたのが目に浮かびます。




スタートレックは24世紀が前提ですが、わずか数年前には、後述のAmazon Echoと呼ばれるデバイスがこれを実現しています。




はなしを電子書籍に戻します。




しかしLab126のチームは、なぜかニール・スティーブンソンのSF小説の『ダイヤモンド・エイジ』にこだわりました。そこに登場する女性「Fiona」というのが、当初のプロジエクトネームでした。（実際に、つい最近までこの「Fiona」という名前は、Amazonの電子書籍ストア内のURLに残っていたようです。）
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しかし、さすがにAmazonの大々的な製品のリリースに当たり、外部のコンサルタントにブランド名の検討を依頼しました。彼らは、当時シリコンバレーの有名なブランドコンサルタントであったマイケル・クローナンにそれを委ねました。




彼の妻でパートナーでもあったカレン・ヒブマは、ジェフ・ベゾスは読書の未来を誇大広告ではなく、控えめなブランド名で表すことを望んでいたと言います。また、ITオタク的なものではなく、しかし記憶に残るものを考え、「Kindle」にたどり着いたのです。




Kindleには、「火をつける」「感情を高める」あるいは文学的に「賢くなる」という意味があります。この言葉は、文学に根付いた表現であることも突き止めました。また、北欧の言語では「キャンドル（ろうそく）」という意味もあるようです。




これにはまた、新しいビジネスを「誕生させる」そして、その後にリリースされる電子書籍リーダーに「火を灯す」という願いも込めたようです。
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Kindleの誕生とその後の成長




「Fiona」から「Kindle」と正式にブランド名が決まったプロジェクトは、その後3年間、シアトルとシリコンバレーで着々と準備が進められていきました。




そして遂に2007年11月19日、彼らはアマゾンのCEOジェフ・ベゾスがニューヨークでライブ発表したプレスリリースの放送に食い入る様に見入りました。このときシアトルでは、一気に舞い込む電子書籍の注文を待ち構えていました。
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2007年11月19日のKindleリリース






このプロダクトローンチは、大成功しました。なんと、リリース後からわずか5時間半でキンドル製品が完売し、その後5ヶ月間、品切れ状態が続きました。まさにアマゾンの電子書籍ビジネスに火がついたのです。




その後、キンドル端末は毎年のようにアップグレードを重ねて進化してきました。また販売台数も徐々に加速し、また第1世代が399ドルと高額だったものがその後の低価格化もあって2009年までには累計200万台、2010年には累計1000万台を突破しました。
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歴代のKindle端末






AmazonはKindle端末の出荷台数やKindleストアの販売額を公表していません。アナリストの推計によれば、2014年には8000万台と予想されていましたので、2016年には一億台を突破していると予想されます。電子書籍リーダー専用端末としては、ダントツの市場シェアを維持しています。




Kindleの最新機種は、2016年4月に発売されたKindle Oasisです。この読書専用の端末は、読書に関する人間工学を究極のレベルまで高まています。そこには、正しく何百万冊という蔵書の書庫をどこへでも持ち歩いて、片手で文庫本を開いて読み始める感覚が再現されます。
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Amazon Kindle Oasis






読書の未来は、今まさに私達の手の中にあるのです。


Kindleの後日談・・・




Kindle電子書籍リーダーを開発したLab126は、その後、Kindleアプリを標準搭載するタブレットの「Kindle Fire」を開発しました。これは、AndroidのOSで動くカラーのLED画面が特徴です。




当初はKindleの白黒Eインク画面を補完する機種のような位置づけと考えられていましたが、その後、AmazonプライムとFire TVの開始にともなって、Kindleが名前から外されて「Fire」と呼ばれています。つまり、Kindle Fireは読書の端末よりも動画端末としての位置づけに修正されたのです。




これ以外にもチームの新商品の開発は次々と進められれました。例えば、スマートフォンのFire PhoneでAmazonが携帯ビジネスに参入するというニュースが騒がれましたが、これは完全な失敗と終わりました。




しかしその後のAI技術を使った音声アシスタント機能を持ったAmazon Echoは大成功しています。この円筒形をしたスピーカーとマイクが組み込まれたデバイスには、Alexaという女性のアシスタントが音声でAmazonのショッピングや音楽を流すなど、オーナーの要望に答えてくれます。




※Amazon Echoシリーズは、日本では本書の執筆時点ではリリースされていません。




このどちらも、ジェフ・ベゾスが幼少の頃に熱狂したスタートレックに登場するキャラクターです。エコーはコンピューター、Alexaは女性の乗組員オフィサーです。彼が所有するワシントン・ポスト紙のインタビューでその辺のところを語っています。




ベゾスは宇宙ロケットの開発ビジネスにも投資しています。ワシントン・ポスト紙のインタビューの中で「スタートレックは24世紀のSFストーリーだが、それよりも早く宇宙旅行は実現するだろう」と語っているのが印象的です。




マイケル・クローナンは2013年この世を去りました。現在、彼の名前をネットで検索すると「Kindle」を命名したブランドコンサルタントだったことが有名です。




「Fiona」が登場するSF小説を書いたニール・スティーブンソンは、2014年にシアトルのAmazonの開発チームがあったビルを訪問しています。この「Fiona」の名称は未だ健在で、このプロジェクト名がビルの入り口に掲載されているのを見つけ、次のようにTwitterでツイートしています。




「The light was perfect and I couldn’t help myself（訳: 光の反射はパーフェクトだった。そして私は感動を抑えきれなかった。）」
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Twitter @nealstephenson






この2人の逸話は、今後も語り継がれていくことでしょう。




一方で、Kindle立ち上げ時のプロジェクトマネージャーだったジェイソン・マコウスキーは、その後、AmazonでKindleのエバンジェリストとして電子書籍の普及に尽力しました。




そして2013年には、当時の開発ストーリーを熱く語った「Burning Pages - The Book Revolution and The Future of Reading」邦訳「本は死なない　Ａｍａｚｏｎキンドル開発者が語る「読書の未来」」訳者：浅川佳秀」を刊行しました。




面白いのは、Kindleが意味するところの感情に火を灯すというメッセージは、その後のタブレットやマコウスキーの著書まで一貫していることです。




本書では、マコウスキーは「BURNING THE PAGE」を紙の本が衰退してやがてデジタルが本のビジネスを支配するという意味で使っているのに対して、邦訳の題名は「本は死なない」です。
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本文の翻訳自体はとても正確ですので、当時の電子書籍の勃興期の日本での出版には、「業界への何らかの思惑や配慮があったのではないか」と感じるのは私だけでしょうか。




いずれにしても、日本でも電子書籍が出版業界の方向性をリードするまでになってきているのは明らかです。




このシアトルの片田舎で数人のチームで始まった電子書籍のプロジェクトは、日本の出版ビジネスを大きく左右するまでになっています。




世界的投資銀行のモルガン・スタンレーによれば、Kindleストアの売上は約5,000億円としています。そして、アメリカの電子書籍の利用率は2014年に28%が読むまでになっています。




IT業界の原則によれば、この20%近辺は普及の境界線になるようです。であれば、ジェフ・ベゾスとAmazonのプロジェクトチームが火をつけた電子書籍市場は、大きく燃え上がろうとしているといえるのでしょう。




そしてこれは、日本の出版業界にも飛び火していくことになります。


なぜ、Kindleストアは批判されるのか





[image: ]






kindleストアは、その後、イギリス、ドイツ、日本の参加国を皮切りに世界中のAmazonのオンラインストアで展開されていきます。そして、各国で出版業界に大きな反響をもたらすことになります。




一体、どのような反応を持って迎えられたのか日本での様子を見ていきましょう。







日本の市場に火をつけたKindleストア




前章では、Kindle誕生秘話でKindle名の由来とプロジェクトローンチに隠された秘密の経緯について触れました。




そこで解説したように、全米最大のブックフェアであるソニーの新製品を見たAmazonのCEOジェフ・ベゾスが驚愕の目で見た電子書籍リーダーが現在のKindleストアのきっかけとなりました。




2007年にアメリカでKindleストアが始まりました。日本では2012年に鳴り物入りでKindleストアの開始となり、その後の電子書籍が徐々に売れ始めます。




Amazonが2000年に日本へオンライン書店として参入して以来、すでにこれまでに日本最大の書店となっていました。そこに、紙の本の売上を減らすことになる電子書籍の登場です。




黒船襲来と出版業界では大騒ぎとなりました。日本でのKindle開始以降、電子書籍は徐々に市場に浸透し始めます。




2016年年7月のインプレス総合研究所のリリースによれば、2015年の電子出版市場は1826億円（前年比29％増）と大きく成長しています。




けん引しているのは8割以上を占める電子コミックですが、雑誌やビジネス書や小説などのコミック以外の書籍もプラス成長です。2016年は2280億円と予想されています。
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一方の紙の出版物ですが、出版科学研究所によれば2015年の売上は約1兆5,000億円で、これは前年の5%減です。日本の出版物の売上は1997年をピークに右肩下がりです。これが出版不況と言われる所以です。




つまり、現在でも紙の本8冊に対して1冊は電子書籍売れていることになります。2020年には3,000億円の予想ですので、紙の本がこのままであったとしても市場の2割以上、5冊に1冊が電子書籍となっていきます。




読み放題サービス「Kindle Unlimited」の大騒動




そして、これに拍車をかけているのが月額定額の読み放題サービスです。




2016年8月に始まったKindle Unlimited読み放題サービスや、雑誌の定額読み放題サービスであるドコモのｄマガジンや楽天マガジンなどが電子書籍市場を大きく牽引しています。




この中でも特筆すべき存在がAmazonのKindle Unlimitedです。
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Kindle Unlimitedとは、月額の定額課金で日本語電子書籍120,000タイトル、Kindle洋書110万タイトル（2016年8月スタート時点）が何度でも読み放題というサービスです。（ただし、同時にダウンロードできるタイトルは10冊までです。）




Kindle Unlimitedは2014年に6月にアメリカで始まり、日本で開始される前にすでにAmazonの12カ国目のKindleストアで始まっていました。




なぜ日本での開始が遅れたのかというと、出版社との交渉で長い時間がかかった模様です。




そこで日本Amazonは、大手出版社の参加を促すために優遇的なロイヤルティ報酬の支払いを契約条項に含めました。これは、読み放題サービスで2016年内に10％を読めば本の売上として支払うというものと報道されています。




海外のKindleストアでは、大手出版社は全くと行ってよいほど参加していません。中小の出版社と個人の著者のタイトルがほとんどです。ですから、その批判も強く、あまり魅力的でないという評価がよく聞かれます。




これに対して日本Amazonが頑張って魅力的な読み放題サービスにしてくれたのは読者からは大歓迎です。




しかし、これを原因として大騒動が起こりました。出版業界やKindle読者からクレームの嵐となったのです。その顛末をまとめます。




1、この特別条項の対象とならなかった中小の出版社や個人の著者からの不満




まず第一に、大手出版社の参加を促すために優遇的な契約条項を限られた出版社に対して付与したことで、その恩恵に預かれなかった中小や個人の著者から大クレーム、不満続出です。




まずここからブログなどで火がつきました。




2、サービスの開始2週間という短期間で数千冊が読み放題の対象から外された




Kindle Unlimitedには最初の30日間の無料お試し期間があります。この期間中にお試しのアカウントが殺到し、魅力的なタイトルを続々とダウンロードしていったのです。




特にマンガは文字を読む実用書や小説よりも素早く最後まで読めます。マンガ以外でも、次々とAmazonが契約で本の実売と認めた条件を満たしていきました。




そして出版社に支払うロイヤルティ報酬が、わずかな期間でAmazonが予め用意していた販促予算の1年分を超えてしまったというのです。




そこであわてたAmazonは出版社に同意を得ることなく、突然、対象タイトルをKindle Unlimitedから外すという暴挙に出ました。怒り心頭なのは大手出版社です。




1000点を超えるタイトルを削除された講談社はすぐにクレームをつけたというニュースが流れました。小学館や光文社もおなじです。




最終的には、1700点が削除されたようですが、年末をまたいで1月からは契約を変更して徐々に削除されたタイトルが戻り始めました。




結局、この騒動は大手新聞や雑誌等を始めNHKまでもが大きく取り上げる騒ぎとなったのです。




3、読み放題に参加したAmazonの顧客がプログラムから追い出された




大手出版社の大騒ぎの影でもう一つ、Amazonの顧客側からも大クレームが巻き起こりました。




最初は対象タイトルとして表示され、後から読みたいと思っていた本が突然削除されたことに顧客は大騒ぎしました。これは当然です。




しかしもう一つ、あまり報道されていないことがあります。




この騒動を巻き起こした真犯人として一部のAmazon顧客がKindle Unlimitedから削除されたのです。




これは、悪質な顧客行為ということで、Amazonから突然メールが入って「あなたは違反行為をしたのでプログラムから削除します」といわれたというのです。




Kindle Unlimitedには一回にダウンロードできる本の数は10冊までという制限があるのですが、返却すればまた別の本が借りられます。（これは貸出の上限がある公共図書館のようですね。）




これを何度も繰り返して、次々と本を読み漁ったというわけです。「これが違反行為だとは、どこにも書いてないだろう！」と、これまた大々クレームの嵐となっていました。




なんともいやはや、大変な騒ぎです。




しかし、結果的によく考えてみれば、Amazonの立場から言えば市場でバズって炎上する「宣伝効果抜群」のイベントだったのかもしれません。




Amazonとしては「してやったり」だったはずです。


Kindleストアが批判される本当の理由・・・




今回の騒動は、明らかにAmazon側に原因がありそうです。




そうは言っても、Amazonが大手出版社と交渉して講談社や小学館などの大手出版社をKindle Unlimited読み放題に参加したわけです。




これは米国Amazonを始め世界13カ国のKindleストアでも例を見ないことです。この日本Amazonの顧客経験を第一とする戦略は、読者の立場からすれば歓迎・評価されるべきだとも言えそうです。




だからこそ、Amazonの予想をはるかに超えるアクセスが有り、販促予算オーバーという事態でタイトル削除して出版社の反発を買うことになったわけです。しかしこれは、読者側からも大きなクレームになってしまいました。




さて、ここで私には根本的な疑問が湧いてきます。




「なぜここまでAmazonは批判されるのでしょう？」




実は、そこには表には見えてこない、裏側のストーリーが隠されています。




前章では、同じ頃に立ち上がったAWSのサイドストーリーとジェフ・ベゾスがKindleストアを始める大きな転機になった理由についてお話ししました。




そこにはあのソニーの存在がありました。そしてそれは、Amazonの基本的な存在価値を奪うほどの脅威をジェフ・ベゾスが感じる程のものでした。




彼はすぐにプロジェクトチームを立ち上げ、彼自身も異例なまでの時間をかけてプロジェクトに参加していきます。




なんとそこでは、Kindleストアの立ち上げに際して非常に重大な使命をプロジェクトチームに命じていました。それは、今回の騒動の根本的な原因にもつながるものでした。




チームの全員に「紙の本の業界全員を失業させることを目標にしてプロジェクトを進めろ」と念を何度も押していたのです。




ジェフ・ベゾスの異常なまでの執念がそこには垣間見れるのです。


おわりに




Amazonとの出会い




私が初めてAmazonの名前を知ったのは、当時赤坂にあった大手外資系証券会社のトレーディングルームでした。その前の勤務会社では部下だった同僚から、アメリカ西海岸の片田舎にあるネット企業から洋書を直接購入できると言われたのです。




仕事がら多くの洋書を読む必要のあった当時、それまでは紀伊国屋書店などの大型書店で2倍以上の価格で注文して2ヶ月以上待つのがあたりまえでした。それが、この小さなベンチャー企業にネット上から注文すると、わずか2週間でしかも正規価格とわずかな送料だけで届くのは驚きでした。




その直後の2000年、Amazonは日本にも進出しました。その後は、本を購入する常識が大きく変化していったのはご存知のとおりです。




シアトルは私が学生時代を過ごした第二の故郷です。ですから、この会社に大きな親近感を持ったのは不思議ではないかもしれません。




本を読まなくなったというけれど・・・




「本を読まなくなった」と言われて随分と経ったような気がします。しかし事実は違います。実際に、デジタル朝日の林氏はITMediaで「「活字離れ」論に最終決着？--電子書籍を含めれば「不読率」は激減している（https://japan.cnet.com/article/35061283/）」といっています。




本当のところ、私たちはもっと多くの本を読みたいと感じているのではないでしょうか。




インターネットの登場まで、情報の入手は紙の本や雑誌しかありませんでした。ネットの登場でこれが大きく変わりました。




インターネット以降はネットから得る情報が爆発的に増え、紙や雑誌などの出版物が右肩下がりに減少し続けています。この間、本や雑誌だけが紙の中に閉じ込められていたのです。




紙でなければ本ではない？




私が主催する読者向けサイトの「電子書籍の窓（http://www.denshishoseki-mado.jp/）」では、電子書籍に関心を持つ多くの読者が訪れます。そこでは、電子書籍と紙の本の比較記事などに、電子書籍に対する否定的な意見や紙の本の擁護論が少なからず寄せられます。




電子書籍は紙の本でないのは確かです。紙の本の手に持った感覚や書き込みのできる物質的な利点、そして現物の所有感などは電子書籍にはないかもしれません。




しかし一方で、紙の本ではありえない破壊的イノベーションの要素を数多く持つ点は見逃せません。また、格段に便利なツールやサービスも併せ持ったものでもあります。




私たちは過去にも同じような経験をしています。




例えば、明治維新後の鉄道の登場です。それまでの徒歩や馬車の移動で得られた道中の旅路の体験は鉄道ではできません。しかし、高速移動での時間の節約、大量な物資の輸送、遠方への行楽が安価で誰でもができるようになりました。




そこでは、失った体験を遥かに上回る利益を得ています。（もちろん、いまでも徒歩や馬車で東海道や中山道の道中を楽しむこともできます。）




他にも電気、電話、自動車、飛行機、パソコンに加え、最近ではスマホ、動画や音楽などのデジタルコンテンツなど枚挙に暇がありません。




格段に安い費用で比較にならないほどの量を得られるようになり、価値の物差しが大きく変わりました。そして生活の質や考え方の基準が新しいものに置き換えられます。新しいサービスで新しい価値体系が出現したからです。




電子書籍について考えれば、Amazonなどの電子書籍書店の登場で、無料や読み放題などに加え、これまでよりも格段に大量の本をその場ですぐに、より安い費用で思う存分に楽しむことができるようになりました。




また、読書で得られた知識や新しい知見を、紙の本やノートに書き出したメモよりも格段に早く強力に新しい価値に結びつけるデジタル処理が可能になりました。




実際に、私自身も多忙な毎日の中、子供の頃に体験した読書三昧の時間を取り戻した体験をしました。電子書籍の窓のサイト読者の多くもポジティブな読書体験を手に入れたという感想を寄せています。




次へのステップ・・・




今回のストーリーは、次の新しい展開へと続いていきます。




それは一体どこへ向かうのでしょうか。私たち読者にとってどんな世界が待っているのか。そして、どんなメリットがあるのでしょうか。




その詳細はこの後からの配信でお送りする【読書三昧: お試し蔵書セット】の3冊シリーズで探っていくことになります。




明日は、その第1回。電子書籍で読書三昧の配信です。
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電子書籍が本の虫にもたらした破壊的イノベーションの具体的な内側の世界を垣間見ていきます。




それでは、当日の配信をお楽しみに。




大山賢太郎


大山賢太郎プロファイル




米国ワシントン州シアトルで大学時代とその後のキャリアの最初の10年間をひた走る。長年外資系のコンサルティング会社と金融機関でキャリアを積み、その後は中小企業の立ち上げと成長に関わってきた。




現在は個人の著者を支援しながら読者向けサイトである電子書籍の窓のチーフエディターとして自らも執筆活動に活躍している。




kentarho.ohyama@gmail.com

@Kentaro_Ohyama

Facebook: https://www.facebook.com/ohyama.kentaro







大山賢太郎の読書三昧シリーズ: 




電子書籍で読書三昧: マンガも雑誌も読み放題！（簡単スタートアップ編）
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電子書籍で読書三昧。忙しく進んでいく毎日で時間がない中、限られた予算でより多くの自分が読みたい本、これまでにない素晴らしい本の世界に出会いたいと思いませんか？現在沸騰中の電子書籍に、その答えがあります。




電子書籍は全くの初めてという入門者から、いつも使っていながら少なからずの疑問を持っている方まで、数々のヒントや納得の裏技が飛び出してきます。




スマホでKindle読書三昧: どこでも無料・格安の時間を手に入れる方法
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ここ数年でスマホは誰でもが持ち歩く便利ツールとなりました。これまでは、「紙でなければ本ではない」と考えていた人も、ゲームやメール以外の時間はニュースやブログ記事に夢中です。




ここにマンガがスマホで読めるようになり、電子書籍が自然と読書の一部に入ってきました。




実は、スマホには、本の虫がワクワクするような超便利で楽しい機能が満載です。これをうまく使えば、スマホ時間を有効活用してスマートな読書を楽しむことができます。




その一番簡単で楽しく始められる方法を、初心者にも分かりやすく解説しました。




Kindleストアの歩き方: アマゾンのジャングルに探検に出かけよう！
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本の虫にとって限られた時間と予算で読書三昧をするためには、「無料や割引キャンペーン対象となった本をどう見つけ活用するか」と「どう読みたい本や興味のある本を見つけるか」は必要不可欠なスキルです。




「Kindleストアの歩き方」では、Amazonが運営する世界最大のKindleストアの生い立ちやその不思議な世界を楽しく探検しながら、自分が本当に欲しい本を読書三昧する方法を詳しく探っていきます。




Kindleストアの歩き方 (海外編): 世界中どこからでも読書三昧！
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海外在住の方にとって日本語の本を読むことは非常に大きな意味があります。




単に読書を楽しむというだけではなく、日本の文化とつながっていたいという欲求や自分のアイデンティティを維持するためにも必要だからです。




しかし、海外から日本Amazonで電子書籍を購入することはほぼ不可能です。それは、日本Amazonは電子書籍の購入を日本に住む人に限定しているからです。




これまで、海外から購入するためのさまざまな方法が議論されてきました。しかし、それは根本的な解決方法ではありません。




「Kindleストアの歩き方（海外編）」では、なぜ、Amazonは海外の日本語読者に門戸を閉じているのか、どうしたら海外から日本語のKindle本を簡単に購入できるか、その具体的な方法を探ります。




読書三昧 合冊シリーズ（Ｎｏ．１）: 無料・割引キャンペーン、読み放題で思う存分楽しむ電子書籍の世界！
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読書三昧シリーズの最初の4冊を合冊本としてお届けします。この1冊があれば、電子書籍の最初の一歩から、いつでもどこでもスマホで読書、そしてkindleストアで無料や割引キャンペーン、そして読み放題を自由自在に活用するほぼすべてのスキルや裏技が手に入ります。




カバーするのは次の4冊です。

・電子書籍で読書三昧: マンガも雑誌も読み放題！（簡単スタートアップ編）

・スマホでKindle読書三昧: ４倍効果で、頭がよくなるスマート読書術！

・Kindleストアの歩き方: アマゾンのジャングルに探検に出かけよう！

・Kindleストアの歩き方 (海外編): 世界中どこからでも読書三昧！




これら全てを別々に揃えるよりも格段にお得な価格でお求め頂けます。




Kindleで人生2度目の読書三昧: 全く新しい読書体験が手に入る！
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本の虫に圧倒的な支持を得ている影の人気読書ツールがKindleです。この読書専用の電子書籍リーダーは、文字中心の読書を楽しむ人にはたまらない一品となっています。




Amazonの購入者レビューを眺めていると、若いときの読書の体験をもう一度手に入れた人たちの感想で満ちあふれています。




ところが、そのほとんどの人がKindleが本来持つパワーを活かしきれないばかりか、多くの誤解で不満を抱えています。Amazonのマニュアルや説明不足もあるのですが、ほんの少しのことを知ることで全く新たしい読書体験の世界が始まることを自分自身が発見しました。




この超便利なツールの楽しさを必要な時に必要なだけ引き出してもらうためにこの本は書かれました。リーダー端末としてお使いになるあらゆるシーンを前提としていますが、必要に応じて画像入りの手引きとしてお使いいただくこともできます。




本書がご紹介する全く新しい読書の世界を手に入れてください。







デジタル読書の技法: アナログ人間でも飛躍できる知識術！
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この本は、スマホで楽しく快適な読書をしながら、デジタル本の知識を最大限に活用するためのマニュアルとなることを目指しています。




特に、次の3つのことに関心のある読者にお届けすることを目的としています。




・読書が大好きで、なにか楽しいことに関心がある

・退屈な毎日に、なにかフレッシュな驚きを探している

・読書から知的生産性とアウトプットの方法を探している




この本では、電子書籍の登場で見えてきた新しい読書のフレームワークを提案します。




クラウドで提供される自動化された読書の環境とそれを使いこなすための具体的なアプローチに加え、デジタル本ならではの読書術についてインプットとしての読書、読書の結果としての処理とアウトプットの方法とは何かに詳しく踏み込んでいきます。




これまでアナログ人間と自負していた方でも、本書を手にすれば全く新しい読書と知識を手に入れて楽々と使いこなす世界が広がります。




Kindle Unlimited: 世界最大の読み放題サービスを心いくまで活用する方法（仮題）




Kindle Unlimited読み放題サービスが日本でも開始されました。開始当初はさまざまな批判を呼びましたが、日本Amazonが日本語読者に提供する14万冊以上の日本語Kindle本と140万冊以上のKindle洋書のコンテンツは強力です。




そうは言っても、月額980円の料金に見合う本が見つかるか、十分な価値があるかどうかを考えると躊躇してしまいます。また、一旦参加したあとからも、最大限の価値を引き出す有効なアプローチが必要です。




「Kindle Unlimited: 世界最大の読み放題サービスを活用する方法」では、本の虫が待ち望んでいた「読み放題」の読書三昧の世界を探ります。（近日リリース予定です。）







電子書籍の窓




電子書籍の窓は、マンガや文学・自己啓蒙書など読書を愛する本の虫が新しい読書の経験を楽しむ場として運営しています。




このサイトでは、個人の著者の方々が読者に自分の作品を見てもらう場として、著者の方々を応援しています。是非、無料や割引キャンペーンの際にはサイトから詳細を登録してください。




http://www.denshishoseki-mado.jp

info@denshishoseki-mado.jp

Twitter: @denshomado

Facebook: 電子書籍の窓


Kindle誕生秘話: 読書三昧へのプロローグ

なぜ生まれ、なぜ愛され、なぜ憎まれるのか？




発行日　　2017年5月12日

著者　　　大山賢太郎
　　　　　大山賢太郎

発行者　　電子書籍の窓


東京都文京区本郷


http://www.denshishoseki-mado.jp

info@denshishoseki-mado.jp






大山賢太郎

＊本書は（株）ボイジャーのRomancerで作成されました。
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